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でいた．同型鍍とは．一つの毛デルに土を押し当てて鋳型を作り．鋳造した青銅製の鏡のことであるが．この一
面がキヨソー ネ・コレクションに含まれていたのである．
このようにときには圏外にも赴いて実査した同型舗の資料は， 15種104面の8割にのぼる．嗣査が許される遺
品は．見尽くしたつもりである．沖合を符〈小舗は．止まっているように見えて，知らぬ聞にずいぶん進んでい
る．ζのようないつ果てるともわからない細ぽそとした15年の歩みであった．勢いにまかせて一気岡成に突き
進む研究スタイルは知っていたが，息長〈続ける重さをはじめて学んだ。新たな材料を見つけて閉じスタイルで
取り組もうという気持ちはあるが，完成までの長い畠月を思うと．老骨には辛い．
同型舗は5世紀中葉に中国南朝の宋から輸入され，列島の各地に分与された．この頃．倭にはワカタケルと
いう大王がいた．「宋書』の記す倭王の武である。四半世紀余り前に．埼玉県行田市にある稲荷山古墳の鉄剣
から115宇の銀象骸銘が発見され．そこにワカタケルの名が刻まれていた．発見当時は，連日この報道カ電マス
コミを飾り，人びとの話題をさらった．関連図書の出版もあいつぎ．古代史ブー ムが到来した．バブル期に向
かっていたときである．
銘文は掌会に大きな彫響を与えた．考古学や文献史掌の主だった研究者が談話を出し．筆を執った．ところ
が，盲墳時代研究の第一人者であった私の思師は，ほとんど黙して簡らなかった．東アジアの視野から銘文の
意穫を説き．倭の国家形成を愉じようとした優れた文献史学者に較べ，歴史意織の点で考古学者lま劣っていた
のである．このような考盲学者の姿を曹にがしく思っておられたのであろうと，師の当時の心中を付度している．
古代国家史上の圃期であるワカタケルの時代を，考古学の立場から輸述し：なければならない．まだ30雌代で
あった私に．こんな使命感が芽生えた。その積年の思いを，まがりなりにも形にすることができた。これもまたエ
ジプト調査と併行した息の長い仕事ではあったが，あまり遺成感がない．
今回の出版Iま，単著の3冊目にあたる．いずれも専門書であるが，なかでもっとも専門度が高い．『山上京ニ
記』が語る茶渇の修行面白のなかにI50歳になればー 器の水をー 器に移すように．再び師のもとに帰れとある。
ずいぶん遺〈へ来てしまった私が師のもとへ再帰する微意を込めた1冊であるから，いきおい地味になった．そ
れでも．出版社の方で力を注いで〈れた。期待に応えられたかどうか，息をひそめて醇価をまっている。
（かわにし・ひろゆき人文社会科学研究科教授）
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